
 

1．主   催  一般財団法人 青森県教育厚生会 

 

2．後   援  青森県教職員組合、青森県高等学校・障害児学校教職員組合、 

日教組青森県教職員組合 

日本棋院青森県本部、青森県将棋連盟、東奥日報社、陸奥新報社、   

デーリー東北新聞社 

 

3．日時・会場  2026年 7月 25日（土） 受付 8:30～ 開会式 9:00～ 

青森県教育会館（青森市橋本一丁目 2－25） 

 

4．日   程    

 

 

 

 

 

 

 

 

※当日の進行状況により、変更になる場合があります。 

 

5．参 加 資 格  教職員及び退職教職員 

 

6．募 集 人 数  囲碁の部 ・名 人 戦 16名（棋力 五段以上） 

             ・段級位戦 24名（棋力 5級～四段） 

将棋の部 ・段級位戦 20名（棋力 5級以上） 

 

7．参 加 費  1,500円（昼食付） 

 

8．申 込 方 法  電話、FAX、E-mailでお申し込みください。 

申込先  教育厚生会 総務課 

T E L  017-721-1310 

F A X  017-723-2267 

E-mail soumu@a-kyouiku-kouseikai.or.jp 

 

9．申込締切日  6月 26日（金） 

 

 

受付 08:30～09:00 

開会式  (15分) 09:00～09:15 

第 1回戦 (持ち時間 40分) 09:20～10:40 

第 2回戦 (持ち時間 40分) 10:45～12:05 

昼食   (30分) 12:05～12:35 

第 3回戦 (持ち時間 40分) 12:35～13:55 

第 4回戦 (持ち時間 40分) 14:00～15:20 

表彰式   (20分) 15:25～15:45 



 

 

10．競 技 方 法 

（1）対戦方法 

【囲碁の部】 

・名人戦 

変則リーグ方式(4番打)とする。 

・段級位戦 

変則リーグ方式(4番打)とする。 

【将棋の部】 

・段級位戦 

変則リーグ方式(4番指し)とする。 

（2）手合割 

【囲碁の部】 

○名 人 戦：総互先・先番 6目半コミ出し 

○段級位戦：段級位による手合割 

・同 段 級･･････先番 6目半コミ出し 

・1段級以上･････1段級につき 1子とし、ジゴは白勝ちとする 

【将棋の部】 

段級位による手合割 

・同 段 級････････振り駒で先手を決める 

・1 段 級････････下位者を先手とする 

・2 段 級････････左側の香車を落とす 

・3 段 級････････角行を落とす 

・4 段 級････････飛車を落とす 

・5 段 級････････飛車と左側の香車を落とす 

・6～7段級････････飛車と角行を落とす 

・8～9段級････････飛車と角行、両方の香車を落とす 

・10段級以上････････飛車と角行、両方の香車と桂馬を落とす 

 

（3）持ち時間 

対局時計を使用し、一人 40 分とする。形勢にかかわらず持ち時間を超えた場合

は負けとする。（状況により持ち時間を変更する場合もある。） 

 

（4）その他 

① 段級位(棋力)は自己申告による。ただし、前回本大会においての段級位戦優勝

者は、1段級上げるものとする。 

 なお、囲碁の部四段の方は、2年連続で優勝した場合、五段となり名人戦出場と

する。 

② 囲碁の部と将棋の部の両方に参加することはできない。 

 

  



 

11．表彰と免状 

（1）表 彰 

【囲碁の部】 

・ 名 人 戦：優勝、準優勝、第 3位 

・ 段級位戦：優勝、準優勝、第 3位 

 

【将棋の部】 

・ 段級位戦：優勝、準優勝、第 3位 

 

（2）免 状 

囲碁の部、将棋の部共に、各クラスの優勝者は免状を取得する権利を有する。 

ただし、取得に関する費用は本人負担とする。（将棋の部・級位の免状は無料） 

 

 

 

12．第 44回全国教職員囲碁大会（全国教職員互助団体協議会主催）出場権 

  名人戦及び段級位戦の優勝者に出場権を与える。 

  また、個人自由参加オープン戦については、参加希望を受け付ける。 

 

 
第 44 回全国教職員囲碁大会について 

1．主  催 全国教職員互助団体協議会 

2．後  援  公益財団法人 日本棋院 

3．期  日 2027年 1月 6日（水）予定 

4．会  場 日本棋院東京本院 

5. 大会内容 全参加選手を棋力ごとに最大 16 名ずつのクラスに分け、クラス内で 4 回

戦を行い、優勝者と準優勝者を決定する。優勝者・準優勝者には賞状・賞

杯を授与する。 

(1) 最上位クラスの手合割は互先先番 6 目半コミ出しとし、持ち時間は

一人 40分切れ負けとする。 

(2) それ以外のクラスの手合割は、同棋力の場合、互先先番 6 目半コミ

出し、棋力が異なる場合、1 段級差 1 子、最大 5 子までのハンデ戦と

し、コミはなくジゴは白勝ちとする。いずれも持ち時間は一人 40分切

れ負けとする。 

(3) 参加選手の人数によっては、最上位クラスもしくはそれ以外のクラ

スを複数設定することがある。 

6．そ の 他   (1) 審判は日本棋院棋士があたる。 

(2) 参加選手は当日の申込・抽選で指導碁を受けることができる。 

 


